
南面の広い庭から日がいっぱいに射

し込む明るいリビング･ダイニング｡大きな吹き抜けのあるリビングのコーナーには暖炉が設けられ'くつろぎの舞台装置は完壁です.
お子さんたちがのびのび育つ空間が

欲しい､寒い冬を暖かく過ごせる家にしたい'というのが家づくりの基本条件でした｡そこで'吹き抜けを設けて天井を高くすることで伸びやかな空間を確保｡冬を快適に過ごすには当然'床暖房を計画しました｡設計は大学の先輩である北村さんに依頼｡ご夫妻と北村さんは学生時代からのオーケストラ仲間でもあります｡ご夫妻は打楽器'北村さんはトランペット奏者です｡そんな親しい間柄なので'家づくりのほうも時間をかけて納得のいくプランをじっくり検討することができました｡

暖炉の熱を床暖房や給湯'さらに調

理にも利用できるシステムを勧めたのも北村さんでした｡奥さまは｢暖炉の家に住めるなんて思わなかったわー｣と感激したそうです｡

以前のマンション生活ではめったに

人を招きませんでしたが'暖炉と床暖房のある新居では'オーケストラ仲間を始め人が集まる機会が増えました｡そんな時は決まって奥さま得意のローストビーフが登場します｡暖炉で火加減よろしく焼く係はご主人｡火を開みながら話もはずみます｡3人の小さなお子さんたちも暖炉がお気に入り｡時々'ママが焼いてくれる焼き芋に大喜びだそうです｡

木の家と暖炉と床暖房

暖炉のある寮に
暮らせるなんて幸せ!

東京都･舌関さんのお宅

キッチンから暖炉のあるリヒンクを見る｡リヒ

ンクの吹き抜けが明るさと広がりを生み､小

さなお子さんたちも自由に遊ぶ｡

■】

上●南側外観｡実家を2世帯住宅に建て

替える当初の計画は道路の問題で実現で

きず､建物のボリュームも限定されたが､南

面する居室は明るく伸びやか｡右●玄関床

も温水暖房で温か.廊下の先はキノチンo



家族構成●夫婦+子供3人

敷地面積●209.49∩て(63 37坪)

地階面稚● 27,32m'( 8.26坪)

1階面相● 72.13∩イ(21.82坪)

2階面禎● 34.22n了(1035坪)

延床面柵●1 33.67∩了(40.44坪)

構　　造●木造2階建+地下1階

竣　　工●2006年3月

床暖房●夜間電力利用システム+フレームア
ート(暖炉)

官士プラント･アルコ㈱

設計･監理

北村設計･企画事務所　北村和弘

東京都板橋区東新町2-2-7フラノトT206

Tel 031591 710777　Fax 03-591710778

北村設計･企画事務所

北村和弘(きたむらかずひろ)

1 957年東京生まれ｡79年早稲田大学建築学科

卒｡間瀬巳代治設計事務所を経て90年北村設計

事務所を設立o新交響楽団に所属し国内外で活動o

音響に配慮した建築にも精通.

古間さん夫妻と嘩典君(3

義)､砦ちゃん(1歳)｡5歳の

暁典君は幼稚園で不在｡

リヒンクのコーナーに設け

られた暖炉は､吹き抜け

のおかげですっきり納まっ

ている｡

1階主寝室｡自然の光と

木の香に満ちたくつろぎ

の空間｡

子供たちがのびのび育って

欲しいから
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床暖房設置箇所
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